
経営概要書

法人名 財団法人　秋田県工業材料試験センター 公益２７

代 表 者 名 　今野　義雄 　産業経済労働部商工業振興課

所　 在　 地 秋田市新屋町字砂奴寄４-１１ 　昭和５７年８月１０日

【沿革､及び､県の出捐理由】 【出捐者】(１５年度当初) (百万円、%)

  秋田県工業技術センターの整備を機に､企業 区分 団体数 出捐額 構成比
から依頼される試験・分析機関を独立させた 秋田県 1 10 100.0
もので 、公益性確保等のため県が主体となり 市町村
昭和５７年８月１０日設立。 その他

計 1 10 100.0

【事業】
①主たる業務 ②事業実績 (件、回)

１．工業原材料及び製品の試験・分析 事業名等 １２年度 １３年度 １４年度
２．技術者研修 依頼試験件数 3,338 3,260 3,114

研修開催回数 6 6 3

③１４年度事業概要、及び、１５年度事業計画・目標
１．平成１４年度事業概要 試験分析事業３,１１４件（１４,３８２項目）８４,１９３千円

２．平成１５年度事業計画・目標 試験分析事業３,０００件（１２,２００項目）８８,０００千円

【組織】
①運営機構 理事会 総務課

理事長 副理事長 事務局長

監   事 業務課

②役員数 (人) 　　　　③職員数 (人)

理 事監 事 正職員 7 正職員
常勤 内、県ＯＢ 平均年齢
内、県ＯＢ 出向職員 47
非常勤 6 2 内、県職員
内、県ＯＢ 1 臨時・嘱託 3 正職員
内、県職員 2 1 内、県ＯＢ 平均勤続年数
計 6 2 計 10 19.8
内、県関係者 2 2 内、県関係者

【財務】
①損益状況(１４年度) (百万円)        ②財務状況(１４年度末) (百万円、%)

金 額 金 額構 成 比
経常収入　　　　　　 Ａ 85 流動資産 51 31.3
受託事業収入 　 0 固定資産 112 68.7
補助金収入 0 資産計 163 100.0
自主事業収入 84 流動負債 6 3.7
運用益収入 0 短期借入金 0 0
その他 1 固定負債 0 0
経常支出　　　　　　 Ｂ 79 長期借入金 0 0
人件費 59 引当金等 35 21.5
その他 20 負債計 41 25.2

経常損益　　　　 Ｃ＝Ａ－ 6 基本金 10 6.1
経常外収入 1 剰余金 112 68.7
経常外支出 2 資本計 122 74.8
当期損益 5 負債・資本計 163 100.0

(百万円) （千円　％）
要支給額 引当額 引当率

51,902
商工会議所共済
制度利用 100.0%

【県の財政支出】 (千円)

１２年度 １３年度 １４年度 　　　　　　　　　支出目的・対象事業概要等
補助金

委託費

貸付残高

所 管 部 課 名
設 立 年 月 日

県の損失補償額 県の債務保証額
退職給与引当状況

８３



経営評価表

法人名 財団法人　秋田県工業材料試験センター 公益２７

１　主な経営指標

単位 １２年度 １３年度 １４年度 12-13増減 13-14増減

自己資本比率 ％ 74.54 74.09 74.84 ▲ 0.44 0.75

借入金依存率 ％ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

流動比率 ％ 579.84 662.59 820.81 82.75 158.22

剰余金（▲欠損金） 千円 105,413 108,158 112,218 2,745 4,060

経常利益率 ％ 7.65 5.08 6.94 ▲ 2.57 1.86

総資本利益率 ％ 4.57 2.85 3.61 ▲ 1.72 0.76

発展性 経常収入額 千円 92,564 89,476 84,957 ▲ 3,088 ▲ 4,519

％ 0.60 0.56 0.52 ▲ 0.04 ▲ 0.04

職員１人当たり経常収入 千円 10,285 8,948 8,496 ▲ 1,337 ▲ 452

人件費比率 ％ 63.91 69.92 70.01 6.01 0.09

２　経営目標の達成状況

１２年度 １３年度 １４年度 １５年度

目標 6.00

実績 7.65 5.08 6.94

目標 7,800

実績 8,365 7,633 6,998

目標 ５０以上

実績

目標 450

実績 442 464 455

３　経営状況及び課題、経営目標の達成状況についての自己評価

４　総合評価

 Ⅰ　概ね安定した経営内容 　　Ⅱ　一層の努力を要する経営内容　
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    ①　健全性、収益性が前年度より改善されているなど、経営状況は良好であると考えている。
　　②　今後は、経営目標である「顧客満足度」についてアンケート調査を実施し、その結果をサ
　　ービス向上に反映させる。

○顧客アンケート調査に基づく利用者満足度の向上を図るとともに、安定した運営に今後とも
  留意されたい。

８４


